
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

認
知
症
は
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
人
生
の
延
長
線
上
に
あ

認
知
症
は
、
そ
の
人
が
歩
ん
で
き
た
人
生
の
延
長
線
上
に
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

仮
に
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
そ
の
日
か
ら
暮
ら
し
が
大

仮
に
、
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
も
そ
の
日
か
ら
暮
ら
し
が
大

き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
期
の
段
階
で
は
、
生

き
く
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
期
の
段
階
で
は
、
生

活
に
必
要
な
能
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
変

活
に
必
要
な
能
力
が
失
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
な
い
日
常
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

わ
ら
な
い
日
常
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い

る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

あ
な
た
や
身
近
な
人
が
「
前
と
は
違
う
」
と
気
が
つ
い
た
と
き

あ
な
た
や
身
近
な
人
が
「
前
と
は
違
う
」
と
気
が
つ
い
た
と
き

は
、
早
く
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
生
き

は
、
早
く
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
。
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
生
き

て
い
く
か
を
自
分
で
選
択
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
で
き
ま
す
。

て
い
く
か
を
自
分
で
選
択
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
が
で
き
ま
す
。

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
日
常
に
も
身
近
な
認
知

特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
日
常
に
も
身
近
な
認
知

症
。困
っ
た
と
き
に
役
立
つ
情
報
や
地
域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

症
。困
っ
た
と
き
に
役
立
つ
情
報
や
地
域
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

 

暮
ら
し
続
け
る

ら
し
続
け
る

認認
知
症
は
、
誰
も
が
向
き
合
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自

知
症
は
、
誰
も
が
向
き
合
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自

分
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の
人
な
ど
身
近

分
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の
人
な
ど
身
近

な
人
の
こ
と
で
関
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
自

な
人
の
こ
と
で
関
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
ま
で
も
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ

う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
思
い
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
向

う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
の
思
い
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
に
向

き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

き
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

3.33.3人に人に11人人
2040年の認知症・軽度認知障害（MCI）

※厚生労働省の調べ

認知症になる高齢者は…

特集

エムシーアイ
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特集 いつまでも自分らしく暮らし続ける

な
ぎ

の
会
で
同
じ
時
間
を
過
ご
す
う
ち
に
、
顔
見
知
り
の
ご
近

所
さ
ん
か
ら
、
い
つ
し
か
仲
間
に
な
り
、
自
然
に
相
手
を
思
い

や
る
つ
な
が
り
が
育
ま
れ
ま
し
た
。

「
最
近
さ
～
〇
〇
さ
ん
見
か
け
な
い
ね
。
ど
う
し
た
か
な
。」

誰
か
が
そ
う
言
う
と

「
じ
ゃ
あ
、
私
家
が
近
い
か
ら
様
子
を
見
て
く
る
よ
。」

と
声
が
返
っ
て
き
ま
す
。

誰
か
に
頼
ま
れ
る
わ
け
で
も
、
役
割
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仲
間
だ
か
ら
ほ
っ
と
け
な
い
。
そ
の
気
持

ち
が
支
え
合
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
で
気
に
な

る
事
が
あ
れ
ば
声
を
掛
け
合
え
る
、
そ
ん
な
仲
間
た
ち
で
す
。

こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

健
康
の
こ
と
、
防
犯
の
こ
と
、
そ
し
て
認
知
症
の
こ
と
、
気
に

な
る
テ
ー
マ
を
み
ん
な
で
学
ん
で
き
ま
し
た
。

年
齢
を
重
ね
て
い
き
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
認
知
症
に
な
っ

た
り
、
あ
る
い
は
一
人
暮
ら
し
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
困
っ
た
と
き
は
声
を
掛
け
合
い
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

深
め
合
え
る
関
係
で
あ
り
た
い
で
す
。

こ
の
地
域
の
助
け
合
い
の
輪
が
、
ど
こ
の
地
域
に
も
あ
る
べ

き
だ
し
、
市
全
体
に
広
が
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

地
域
の
助
け
合
い
の
輪
を
広
げ
た
い

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

地域で支える認知症地域で支える認知症
下武射田の女性が集まる、下武射田の女性が集まる、梛梛

なぎなぎ

の会の会
毎週一緒に体を動かしたり、茶話会などで楽しんだりしています毎週一緒に体を動かしたり、茶話会などで楽しんだりしています

会のみんなで認知症サポーター養成講座を受講しました会のみんなで認知症サポーター養成講座を受講しました

梛の会 代表　錦見 康江さん

広報とうがね｜2026年（令和8年）9月号3



◀受講後にお渡しする
　認知症サポーターカード
ホームページ ID 1102

認知症サポーター養成講座

認知症について正しく理解し、認知症の方
とその家族を温かく見守り、自分たちにでき
ることをするのがサポーターです。養成講
座は、各種団体などでお申し込みください。

まさき倶楽部サロン

健康長寿でいるために結成された菱沼ク
ラブ。ロコモ体操をはじめ、卓球やカラオ
ケ、交流会を行っています。

軽い運動を通じて健康維持を助けるこ
と、できる限り家から出て、人と接する場
所をつくり、地域とのつながりが生まれる
ことを目指しています。

地域の誰も（60歳以上）が
気軽に参加できる交流の場
です。季節の制作やイベン
トを楽しみながら、専門職
と自然につながり、安心し
て過ごせる居場所づくりを
目指します。

私
た
ち
も
地
域
で
活
動
中
で
す

アムアムの会
家庭に眠っている余り毛糸や着物・布など

を活用し、小物作りを行っています。

ともにもに支
え
合
い
、

支
え
合
い
、
生  

き
て
ゆ
く

き
て
ゆ
く

●もし認知症になっても受け
入れてくれる場所があると
安心します。

●家族だけで介護するのは、
大変なので、専門職に相談
したり、支援が受けられた
りするところがいいですね。

●忘れてしまうことがあっても何度も丁寧に教えてくれます。

心を込めて編む可愛らしい「認知症マフ」は、
認知症の方の不安を軽減するためのものです。

安心して使えるよう、
柔らかく、手触りが良い
太い毛糸で編んでいます。

思わず笑顔になるよう
な色の組み合わせや花、
くだもの、動物などのモ
チーフ選びにもこだわっ
ています。

菱沼クラブ

利用者の声

　

認知症サポーター

養成講座をみんな

で受けました！

地域の誰もが

気軽に参加できますす！

あなたの団体でもみんなで受けてみませんか 認知症の方への対応の心得   3 つの「ない」

認知症マフを

作りました！

  ①驚かせない  ①驚かせない

具体的な対応の 7 つのポイント

①まずは見守る
②余裕をもって対応する
③声をかけるときは1人で
④後ろから声をかけない

⑤やさしい口調で
⑥おだやかに、はっきり
　した話し方で
⑦相手の言葉に耳を傾けて、
　ゆっくり対応する

  ③自尊心を  ③自尊心を
     傷つけない     傷つけない  ②急がせない  ②急がせない

高齢者支援課 
☎（50）1165
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□ 整理整頓が苦手になってきた。
□ 料理・片付け・計算・運転などのミスが多くなった。
□ 自身で服薬管理をすることが難しくなった。
□ 電話の対応や訪問者の対応が難しくなった。
□ 今まで好きだったことに興味が無くなった。
□ 5分前に聞いた話や電話の内容、人の名前、今日の日付
　 が思い出せない。
□ 同じことを何度も話したり聞いたりするようになった。
□ 忘れることが多くなった。
□ 今まで使えていた機械（スマホなど）の操作が分からな
　 くなるときがある。
□ 一人での買い物や金銭管理が難しくなった。
□ まだあるのに何度も同じものを購入している。
□ 食事の回数が減少した。
□ 昼寝が増えた。または、夜間不眠・不安である。
□ （客観的に見て）同じ服をずっと着ていたり、逆に何度も
 　着替えたりする、季節に合わない服を着るようになった。
□ （客観的に見て）入浴を嫌がるようになった。

認知症チェックリスト これってこれって

出典：千葉県 認知症チェックリスト

認知症とは認知症とは
認知機能の低下に伴って日常生活に何らかの支援認知機能の低下に伴って日常生活に何らかの支援

が継続的に必要となった状態をいいます。日常生活が継続的に必要となった状態をいいます。日常生活
がほぼ完全に自立している状態で、自覚的にもの忘がほぼ完全に自立している状態で、自覚的にもの忘
れが多くなってきただけのときは主観的認知機能低れが多くなってきただけのときは主観的認知機能低
下といわれ、病院を受診して客観的に認知機能低下下といわれ、病院を受診して客観的に認知機能低下
が確認できれば軽度認知障害（が確認できれば軽度認知障害（ＭＭ

エ ム シ ー ア イエ ム シ ー ア イ

ＣＩＣＩ）となります。）となります。
しかし、通常の認知症は緩やかに進んでいくしかし、通常の認知症は緩やかに進んでいく

ため明確な境界線が捉えにくく、「なため明確な境界線が捉えにくく、「な
んとなくおかしいけどまだ大丈夫」んとなくおかしいけどまだ大丈夫」

と思っているうちに 3、4 年がと思っているうちに 3、4 年が
経過して次の段階に進んでし経過して次の段階に進んでし

まいます。病気は何でもそまいます。病気は何でもそ
うですが、早期発見・早うですが、早期発見・早
期対応が重要ですので、期対応が重要ですので、
病気と言われたら嫌だな病気と言われたら嫌だな
という気持ちは理解できという気持ちは理解でき
ますが、診察する側からますが、診察する側から
すると、ある程度は空振すると、ある程度は空振

り覚悟で受診するくらいの気持ちでいていただけるり覚悟で受診するくらいの気持ちでいていただける
と良いと思います。と良いと思います。

そのような方が受診しやすくするため、近年ではそのような方が受診しやすくするため、近年では
「ＭＣＩ外来（もの忘れ外来）」と銘打ってより早い「ＭＣＩ外来（もの忘れ外来）」と銘打ってより早い
段階の方を診察する場をつくっているところも出て段階の方を診察する場をつくっているところも出て
きました。きました。

若年性認知症若年性認知症
65 歳以前に発症した認知症の総称です。もの忘65 歳以前に発症した認知症の総称です。もの忘

れが目立つこともありますが、うつ、不安、疲労感れが目立つこともありますが、うつ、不安、疲労感
や意欲の低下などを伴い、仕事上のミスが多くなる、や意欲の低下などを伴い、仕事上のミスが多くなる、
段取りが悪くなるなどが初期症状のことも多いで段取りが悪くなるなどが初期症状のことも多いで
す。うつ病として治療を受けているうちに認知機能す。うつ病として治療を受けているうちに認知機能
低下が目立ってくるようなことも多く見られます。低下が目立ってくるようなことも多く見られます。

うつ病でも同様ではありますが、50 歳を過ぎてうつ病でも同様ではありますが、50 歳を過ぎて
仕事がうまく進められなくなり会社から病院を受診仕事がうまく進められなくなり会社から病院を受診
するように言われた場合には、認知症に関する診察するように言われた場合には、認知症に関する診察
や検査を受けることが望まれます。や検査を受けることが望まれます。

特集 いつまでも自分らしく暮らし続ける

加齢によるもの忘れ加齢によるもの忘れ

記憶の一部を忘れる。ヒントで思い出す
ことがある。自覚している。

過去

認知症認知症？？

体験したことが丸ごと消える。
症状が進行していく。忘れていないように
取り繕う。生活に支障がある。

認知症のもの忘れ認知症のもの忘れ お昼ご飯まだかしら…（食べたのに）

過去

専門医が教える認知症

認知症疾患医療センター認知症疾患医療センター
（医療法人静和会 浅井病院）（医療法人静和会 浅井病院）
センター長 秀野 武彦 医師センター長 秀野 武彦 医師

数年前の「自分」と比べてみましょう。

広報とうがね｜2026年（令和8年）9月号5



認知症だけではなく、病気やケガで認知症だけではなく、病気やケガで
今までどおりにいかないって突然起こり得ますよね。今までどおりにいかないって突然起こり得ますよね。

だから準備は大切。だから準備は大切。
元気なうちにこれまでの人生を振り返り元気なうちにこれまでの人生を振り返り

これからを考えてみませんか。これからを考えてみませんか。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ホームページ ID 3310

当たり前だと思っていた親の姿は少しずつ変化し当たり前だと思っていた親の姿は少しずつ変化し
ます。その中で以前の姿を思い出して感じる寂ます。その中で以前の姿を思い出して感じる寂
しさや、本人に向けるはずのない気持ちを抱き、しさや、本人に向けるはずのない気持ちを抱き、
気持ちが追いつかなくなることもありますよね。気持ちが追いつかなくなることもありますよね。
ご家族の苦しい気持ちも相談してください。ご家族の苦しい気持ちも相談してください。

「ちょっと心配」を「ちょっと心配」を
「相談して良かった」に「相談して良かった」に

自
分
自
身
や
家
族
、
知
り
合
い
が
認
知
症
に
な
っ
た
ら
不
安
な
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
認
知
症
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

認
知
症
は
特
別
な
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
で
悩
む
本
人
や
家
族
が
、

少
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
、
支
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

    まずは    まずは話
し
て
し
て
み
ま
せ
ん
か

ま
せ
ん
か

保
健
・
福
祉
・
介
護
の
総
合
相
談
窓
口

電話受付時間＝8:30～17:15　窓口受付時間＝9:00～16:30
　　　西部＝☎ （５３）３０７１／東部＝☎ （５８）８８７７

専門職が専門職が
相談に応じます相談に応じます

これからの人生を考えるこれからの人生を考える

家族だからこその家族だからこその
揺れる感情に寄り添う揺れる感情に寄り添う

暮らしの変化に合わせて暮らしの変化に合わせて
その時に必要な支援を一緒に考えていくその時に必要な支援を一緒に考えていく

漠然と抱いてる気持ちを漠然と抱いてる気持ちを
私たちに聞かせてください私たちに聞かせてください

相談の入口だけではなく、困りごとや不安は相談の入口だけではなく、困りごとや不安は
その方の生活や状態により変わります。その方の生活や状態により変わります。
今、何が必要かを一緒に考えましょう。今、何が必要かを一緒に考えましょう。

困りごとがまとまっていなくても困りごとがまとまっていなくても
考えを整理するところから考えを整理するところから
一緒にすすめます。一緒にすすめます。

 東金市西部地域包括支援センター  

 東金市東部地域包括支援センター  

東金市西部地域包括支援センター
保健師　早川  さとみ さん 

Forward Together
 ～ともに前へ～
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認
知
症
高
齢
者
等

見
守
り
シ
ー
ル
の
配
布

ID 9775認
知
症
の
高
齢
者
な
ど
が
行
方
不
明
に
な
っ

た
際
に
活
用
で
き
る
見
守
り
シ
ー
ル
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
対
象
や
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は

高
齢
者
支
援
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

見
守
り
シ
ー
ル
の
仕
組
み

認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム

SERVICE高
齢
者
支
援
課
内
に
医
療
や
福
祉
の
専
門

チ
ー
ム
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
認
知
症
が
疑
わ

れ
る
方
な
ど
を
訪
問
し
、
適
切
な
医
療
・
介
護

へ
つ
な
げ
る
た
め
に
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
関
連
図
書
展
示

EVENT認
知
症
に
関
す
る
図
書
の
展
示
を
東
金
図
書

館
で
行
い
ま
す
。

と
き
▼
９
月
30
日
㈬
ま
で

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
認
知

症
は
誰
も
が
向
き
合
う
可
能
性
が
あ
る
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
の
一
つ
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
そ
の
人
ら
し
さ
や
こ

れ
ま
で
築
い
て
き
た
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

と
も
に
暮
ら
し
、と
も
に
支
え
合
う
。

認
知
症
の
方
に
優
し
い
ま
ち
は
、
誰
に
と
っ

て
も
安
心
で
き
る
ま
ち
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

 

高
齢
者
支
援
課　
　
　

 

☎（
５
０
）１
１
６
５

約2.5㎝

約5㎝

認
知
症
は
人
生
の一場
面

認
知
症
は
人
生
の一場
面 図書館では、関連する本を

貸し出しています

見 本見 本

発
見
し
た
方
が
二
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
る

「
見
つ
か
り
ま
し
た
」な
ど

の
メ
ー
ル
が
家
族
に
自
動

配
信
さ
れ
る

発
見
し
た
方
と
家
族
の
間
で
、

掲
示
板
を
使
っ
て
匿
名
で
の

や
り
と
り
も
可
能

認
知
症
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
て
相
談
先
や
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
の
情
報
を
ま
と
め
た「
認

知
症
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク〝
と
も
に
〟」を
配
布
し
て
い

ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

予
防
と
暮
ら
し
の
参
考
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

も
し
も
を
考
え
る

予防と暮らし予防と暮らし
「認知症サポートブック「認知症サポートブックともに」」

～認知症ケアパス～～認知症ケアパス～

特集 いつまでも自分らしく暮らし続ける

こんなあなたへ

もの忘れが気になり始めた

家族の様子が前と変わった

どこに相談すればいいかわからない

利用できるサービスを知りたい

“ともに”をご覧ください。

高齢者支援課、地域包括支援センターなどで
配布しています。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

認知症サポ－トブック 

令和８年４月改定 

～東金市認知症ケアパス～ 
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